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1.はじめに
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東京大学デジタルアーカイブズ構築事業
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「東京大学ビジョン2020」

アクション１

③学術の多様性を支える基盤の強化

• 東京大学が保持する学術資産のアーカイブを構築し、その公開と活用を促進
することで、学術の多様性を支える基盤を強化する



東京大学デジタルアーカイブズ構築事業

2016.09 東京大学学術資産等アーカイブズ委員会設置

•東京大学に学術資産等アーカイブズを構築し、及び活用することに
より、学術の多様性を支える基盤の強化を図る

東京大学学術資産等アーカイブズ委員会規則（平成28年9月29日役員会議決東大規則第17号）

委員：(1) 附属図書館長
(2) 総合研究博物館長
(3) 文書館長
(4) 情報基盤センター長
(5) 総長が指定する部局の長から推薦された教授又は准教授各１名
(6) その他総長が必要と認めた者
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東京大学デジタルアーカイブズ構築事業

● 総合図書館

● 法学部

● 文学部

● 教育学部

● 情報学環

● 史料編纂所

● 文書館

● ...
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東京大学文書館
デジタル・アーカイブ
https://uta.u-tokyo.ac.jp/uta

東京大学文書館
デジタル・アーカイブ
https://uta.u-tokyo.ac.jp/uta

情報学環社会情報研究資料セン
ター『Digital Cultural Heritage』
https://dch.iii.u-tokyo.ac.jp

情報学環社会情報研究資料セン
ター『Digital Cultural Heritage』
https://dch.iii.u-tokyo.ac.jp

教育学部『富士川文庫』
https://iiif.dl.itc.u-
tokyo.ac.jp/repo/s/fujikawa

教育学部『富士川文庫』
https://iiif.dl.itc.u-
tokyo.ac.jp/repo/s/fujikawa

総合図書館『田中芳男・博物
学コレクション』
https://iiif.dl.itc.u-
tokyo.ac.jp/repo/s/tanaka

総合図書館『田中芳男・博物
学コレクション』
https://iiif.dl.itc.u-
tokyo.ac.jp/repo/s/tanaka

相当相当
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Open
License

画像データの相互

利用の支援

コンテンツの二次

利用の促進

テキストデータ

の共有と保存

OSSの利用と
APIの提供

Linked 
Open Data

国際的・標準
的な規格・技
術の採用

東京大学学術資産等
アーカイブズ
共用サーバ



田中芳男・博物学コレクション：2018年8月6日公開
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https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/repo/s/tanaka



課題：貼り込み資料単位で検索することができない
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東京大学史料編纂所：摺物データベース
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1999年4月1日に公開

https://wwwap.hi.u-tokyo.ac.jp/ships/shipscontroller



目的
● 『捃拾帖』の内容（貼り込まれた資料）に基づく検索が
可能なシステムを開発する。

○ IIIFの利点を活かした画像の部分切り出し

● オープンデータの利活用による多角的な資料提供方法を
検討する。

○ 東京大学デジタルアーカイブズ構築事業：田中芳男・博物学コレクション

○ 東京大学史料編纂所：摺物データベース

○ 人文学オープンデータ共同利用センター：IIIF Curation Platform

○ 人間文化研究機構：歴史地名データ
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関連研究：顔貌コレクション
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http://codh.rois.ac.jp/face/

“「顔貌コレクション（顔コ
レ）」では、国文学研究資

料館、慶應義塾大学、京都

大学附属図書館が公開する

IIIF画像から、顔貌だけを横
断的に収集して新しいキュ

レーションを作成、検索で

きます。公開サイトの壁を

乗り越えることで、美術史

研究が進展することを期待

しています。”
https://twitter.com/rois_codh/
status/999167174043299840



田中芳男・博物学
コレクション

2. 2. アノテーションによる貼り込み資料の識別

Omekaを用いた複数人による
アノテーション付与

摺物データベース

歴史地名データ

アノテーション付き
IIIFマニフェスト

2. 1. 目録データのRDF化

2. データ作成

RDF化された
目録データ

3. アプリケーション開発

ajax

データ変換

オープンデータ化

機械学習に
おける教師
データとし
ての利用等



2. データ作成
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2. 1 目録データのRDF化：摺物データベース
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2. 1 目録データのRDF化：歴史地名データ

大日本地名辞書, 延喜式神名帳, 旧5万分の1地形図から地名
を抽出し、その場所を現代もしくは過去の地図を用いて比定

した上で、緯度・経度を求めたもの
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人間文化研究機構. 歴史地名データ. https://www.nihu.jp/ja/publication/source_map

行政地名



2. データ作成
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ex:
data
#13

金米糖引札

1858

16-A00-
6010-1-13

dbpedia-
ja:尾張国

緯度

概要説明

経度 ex:
curation

#13

ex:
canvas
#xywh...

dcterms:title

dcterms:date

dcterms:identifier

dcterms:spatial

rdfs:comment

geo:long

geo:lat

URL

foaf:thumbnail

歴史地名データ

DBPedia

摺物データベース

︙

︙ dcterms:
relation

一
部
省
略 ex:

canvas
#xywh...

田中芳男・博物学コレクションの画像データ

2. 1. 目録データのRDF化 2. 2. アノテーションによる貼り込み資料の識別



2. 2 アノテーションによる貼り込み資料の識別
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● Omeka Classic
○ オンラインのデジタルコレクションの

ためのオープンソースのコンテンツ管

理システム

○ テーマとプラグインで機能を拡張する

ことができる

○ 人文学研究に適した様々なプラグイン

が数多く開発されている

● Plugin: IIIF Toolkit
○ 公開されているIIIFコンテンツを収集・
共同編集するツール

● Omeka Classic, https://omeka.org/classic/
● IIIF Toolkit, 

https://omeka.org/classic/plugins/IiifItems/
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②メタデータの付与 ③アノテーションの付与
①IIIFマニフェストのイン
ポート

IIIFマニフェスト

2. 2 アノテーションによる貼り込み資料の識別



2. 2 アノテーションによる貼り込み資料の識別

22



田中芳男・博物学
コレクション

2. 2. アノテーションによる貼り込み資料の識別

Omekaを用いた複数人による
アノテーション付与

摺物データベース

歴史地名データ

アノテーション付き
IIIFマニフェスト

2. 1. 目録データのRDF化

2. データ作成

RDF化された
目録データ

3. アプリケーション開発

ajax

データ変換

オープンデータ化

機械学習に
おける教師
データとし
ての利用等

JSONフ
ァイル



3. アプリケーション開発
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3. アプリケーション開発
● 静的サイトとして構築

○ Jekyll：静的サイトジェネレータ

○ GitHub Pages：静的サイトのホスティングサービス

● 理由
○ 検索対象とするデータ数が3,000件弱と小規模な点

■ 2,713件の貼り込み資料

■ https://kunshujo.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/data/data.json

○ 運用コストの低減
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電子展示『捃拾帖』[くんしゅうじょう]

26https://kunshujo.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/



27

IIIF Curation Playerで閲覧

選択した資料
を同一画面上で比較



地図で見る
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年表
で見る
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4. 考察
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オープンデータの利活用（マッシュアップ）

31

● （IIIF）画像データ
○ 東京大学デジタルアーカイブズ構築事業：田中芳男・博物学コレクション

● 「捃拾帖」貼り込み資料単位のメタデータ
○ 東京大学史料編纂所・摺物データベース

● 歴史地名データ
○ 人間文化研究機構

● 電子展示『捃拾帖』：内容検索システムの開発



オープンソースソフトウェアの利用
● Omeka + プラグイン「IIIF Toolkit」

○ （IIIF）画像の領域指定・切り出し

● 人文学オープンデータ共同利用センター・IIIF Curation 
Platform（Player）

○ 切り出したIIIF画像（貼り込み資料）の表示

● Mirador、Web地図ライブラリ「Leaflet」、etc...

● Omeka S
○ デジタルコレクションの構築とIIIF画像公開
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今後の展望
● 機械学習を利用した貼り込み
資料の自動切り出し：本研究

において人手で作成した切り

出し画像を教師データとして

利用する

○ 切り出し済み帖数：15帖（第1〜15帖）

○ 残帖数：約90帖（『外国捃拾帖』等の他のシ
リーズも含む）

● 切り出し画像に関する情報の
オープンデータ化（JSON-LD
形式による提供）

○ 第三者によるデータ利用、共同研究の可能性
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https://kunshujo.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/data/data.json



全体像
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シ
ス
テ
ム

デ
ー
タ

プ
ロ
セ
ス

画像検索

オンライン上で複数
人の共同作業による
貼り込み資料の識別

機械学習（深層学習）
を用いた物体検出

IIIFマニフェスト

アノテーション付き
IIIFマニフェスト

キュレーション
リスト

自動切り出し
画像リスト

人間文化研究機構
「歴史地名データ」

東京大学史料編纂所
「摺物データベース」

CODH
IIIF Curation Platform

研
究
成
果



画像検索

全体像
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人の共同作業による
貼り込み資料の識別

機械学習（深層学習）
を用いた物体検出

IIIFマニフェスト

アノテーション付き
IIIFマニフェスト

キュレーション
リスト

自動切り出し
画像リスト

人間文化研究機構
「歴史地名データ」

東京大学史料編纂所
「摺物データベース」

CODH
IIIF Curation Platform

研
究
成
果

オープンサイエンス データサイエンス

Linked Open Data

Open Data OSS



5. 結論
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結論
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● 『捃拾帖(くんしゅうじょう）』の内容検索を可能とする
システムの開発事例について述べた。

● 複数の機関が提供する各種リソース（IIIF準拠画像・
OSS・オープンデータ）を組み合わせて利用（マッシュ
アップ）した点を特徴とする。

○ デジタルアーカイブの利活用を検討する上での一事例として



ご静聴ありがとうございました。

関係者・機関に深く感謝いたします。

● 東京電気通信大学 佐藤賢一先生

● 東京大学史料編纂所 横山伊徳先生、鶴田啓先生、高橋

敏子先生

● 東京大学学術資産アーカイブ化推進室

● 人文学オープンデータ共同利用センター

● 人間文化研究機構

38


